
海外安全対策情報（２０１４年１月～３月：香港・マカオ）

１ ２０１４年１月～３月の間に邦人が巻き込まれた犯罪

２０１４年１月～３月の間の在香港日本国総領事館管轄域内における日本人の犯

罪被害件数は、１６件でした（当館把握分）。被害内容（例を以下に記載しま

す。）は、窃盗被害が最も多く、喫茶店、繁華街などでカバンから旅券等の貴重品

をすられたり、荷物から目を離したほんの短い間に貴重品を持ち去られたなどの被

害が見受けられました。

例：繁華街でリュックサックや口の開いた肩掛けカバンから貴重品をすられた。

喫茶店で休憩中、そばに置いていたカバンから貴重品を持ち去られた。

２ 殺人・強盗等凶悪犯罪の事例

日本人の被害は報告されていません。

３ テロ・爆弾事件発生状況

テロ・爆弾事件の発生は報告されていません。

４ 対日感情

一般的には良好であるものの、先の大戦に関連して我が国に対する要求を行う団

体、尖閣諸島に関して中国の領有権を主張する団体等による抗議活動は依然として

継続されており、引続き注意が必要です。

５ 日本企業の安全に関する諸問題

特段の問題は報告されていません。

６ 治安情勢

香港・マカオ、両地域の最新の政府発表による犯罪発生件数を昨年同時期等と比

較したところ、香港及びマカオともほぼ横ばいの傾向が続いており、治安情勢は比

較的安定しているといえます。

（１）香港警察発表による２０１４年１月～４月の犯罪発生件数

２０１４年１月～４月の犯罪発生件数は、２２，１１２件と昨年同時期より１，

２０７件少なくなっているものの、強盗事件等の発生件数はさほど減少しておら

ず、引き続き注意が必要です。また、ほとんどの犯罪が減少している中、詐欺事

件の発生件数は昨年より１７９件増加しており、特に注意が必要です。

（２）マカオ政府発表による２０１３年の犯罪発生件数

２０１３年の犯罪発生件数は、１０，２７２件と昨年より９８９件増加してい

ます。この中で、詐欺事件が昨年の２倍近い６６５件発生しているほか、カジノ

における犯罪発生件数及び麻薬関連犯罪件数も増加しており、注意が必要です。


